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村の 1862 年（文久 2 年）の記録では、スギ筏が 55%となっている。 
中世までは貢納輸送が中心であった筏流しであるが、近世になると商業木材の流通が活
発となる。近世における筏の主体の関係を図式化したものが図 2 になる。丹波材の多くは、
京北などを中心とする支流も含めた、山方 52 ヶ村（のちに 84 ヶ村）といわれる生産者（筏
荷主）に大堰川での筏流しの権利があり、京都の嵯峨・梅津・桂の三ヶ所材木屋（材木問
屋）へ販売していた。まず、丹波材は山国・黒田などの大堰川上流の本流や支流でいった
                                                  






































いものであり、山方に対して異議を申し立てた。その後、1682 年（天和 2 年）、材木問屋






なった。規格は、幅が従来通りの 1 間 2 尺（約 2.4m）、長さは雑木筏の場合、従来通りの





われ、筏問屋は毎年 2 月と 8 月に受け取り、指賃は筏士の労働に応じて、保津・山本の筏
士に支払われた。山方としては、運賃を筏問屋に直接支払う方法に変えることで、運賃の




























あった。1639 年（寛永 16 年）以降、この筏繋ぎ場に関して両村で度々対立が起きる。1672
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